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目的
事業統合後の新組織の活動活性化の方策を明らかにする

対象
千葉県下９地域産業保健センター（地域窓口）で登録されている全ての医師を
対象とした。これらの医師には機構からの辞令が交付されている。

調査内容
質問紙による調査を実施した。調査内容は登録産業医の産業医としての活動
状況、従来の地域産業保健センターへの関わり、新しい事業に対する知識・参
加の意志、今後の活動意欲を高めるために求める事などである。

調査方法
対象者に対して、郵送で質問紙を送付し、約1ヶ月を期限に回収をした。調査実
施期間は２７年１月である。

目 的、対 象 及び 方 法



結 果

調査対象者

８地域産業保健センターの登録医

186人

アンケート回答者

122人

回収率

６５．６％



88.5%

7.4%

4.1%
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現在している

過去にしていた

産業医として活動したことはない

産業医としての活動状況



地域産業保健センターでの健診結果の説明等の
業務の経験について



28.6%

23.2%

76.8%

19.6%

0.9%

1.8%

0% 50% 100%

地域産業保健センターの活動を有意義と思ったから

産業保健（産業医）活動に興味があったから

医師会からの要請があったから

医師会の受託であったから

診療が忙しくなかったから

その他

地域産業保健センターの業務に参加した理由
（複数回答可）



42.0%

47.3%

8.9%

0.9%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

有意義と思う

ある程度有意義と思う

あまり有意義とは思わない

全く有意義とは思わない

わからない

地域産業保健センターの産業医業務の意義



地域産業保健センターの産業医業務への興味



平成２６年４月１日より従来の地域産業保健センターは
千葉県医師会への委託事業から労働者健康福祉機構
に統合（事業一元化）された点について



統合された新組織についての知識



地域産業保健センターが統合された理由について



地域産業保健センターの統合について



地域産業保健センターの事業に産業医として参加
する意思



参加の意思がありの理由（複数回答可）



参加の意思がない理由について（複数回答可）

9.1%
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18.2%

9.1%

0.0%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

有意義な事業ではないため

医師会ではなく機構の事業のため

産業保健に興味がないため

時間的余裕がないため

報酬が低額のため

面談等の人数が多いため

仕事の内容が複雑、⾼度のため

その他



41.8%

45.1%

45.1%

15.6%

10.7%

18.9%

14.8%

17.2%
4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

機構の下での新しい組織についての充分な説明

新しい組織と医師会の関係についての説明

今後の活動についての展望の説明

業務の実施方法の改善

面談場所等の環境の改善

報酬の増額

産業医活動中の傷害保険の適用等の身分保障

産業医活動に対する相談等の支援充実

その他

地域産業保健センターの事業に産業医として参加し活動する意
思を高めるために改善を望む事項について（複数回答可）



変にノルマなどを与えず、地域に根ざし、地域に産業保健活動を広げる最前
線基地として活用していくべきである。機構になるとノルマノルマとうるさい。

働く人達を守る有意義な仕事と考え活動しています。地産保を利用する人が
多くなるよう、制度のPRもお願いします。

まだまだ小さな事業場に対する宣伝が足りないと思います。もっと利用して頂
けるように努力すべきです。

事業主や、従業員による相談件数を増やす方法を充実させてほしい。

コーディネーターがもっと活動できる様に、人、予算をつけていただければと
思います。

意 見



考察と結論

１.登録した医師は産業医として活発に活動して
いる

２．地域産業保健事業の意義を認め、新組織
への参加意思を持っているが、新組織に関す
る知識は不充分である

３．新組織の充分な説明、医師会と新組織の関
係への充分な説明、今後の展望についての
説明が、強い要望事項である



新組織の活動の活性化策

登録産業医への新組織に関する充分な説明な
ど、継続した地域産業保健活動に関する説明

利用する企業、社員の増加策の強化

医師が働きやすい環境の整備（保険制度など）

本部組織の医師会への積極的は働きかけ


